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●問

　
胆
の
う
は
ナ
ス
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。
胆
管
に
よ
っ
て
肝
臓
と

十
二
指
腸
に
接
続
し
て
お
り
、
胆
汁

を
一
時
貯
蔵
さ
せ
ま
す
。
胆
汁
は
肝

臓
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
胆
の
う
で
貯

留
し
て
い
る
間
に
塩
分
や
水
分
が
吸

収
さ
れ
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
食

事
を
し
て
胃
か
ら
十
二
指
腸
へ
食
べ

た
も
の
が
送
り
込
ま
れ
る
と
、
物
理

的
刺
激
で
胆
の
う
が
収
縮
さ
れ
胆
汁

を
排
出
し
ま
す
。
ま
た
同
じ
く
膵
臓

か
ら
膵
液
が
出
さ
れ
、
胆
汁
と
膵
液

が
一
緒
に
な
っ
て
、
食
べ
物
、
特
に

脂
肪
分
の
消
化
を
助
け
ま
す
。

　
胆
の
う
の
病
気
と
い
え
ば
胆
石
症

が
有
名
で
す
。
日
本
人
の
10
人
に
１

人
は
胆
石
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
胆
石
が
あ
っ
て
も
症
状
が

出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
で
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
出

な
い
場
合
は
経
過
を
観
察
し
ま
す
が
、

結
石
は
体
に
と
っ
て
異
物
に
な
る
の

で
、
い
つ
ま
で
も
大
事
に
持
っ
て
い

て
も
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
事
を
す
る
と
胆
汁
が
排
出
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
胆
汁
の
通
り
道
に
石

が
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
、
右
上
腹
部

に
激
痛
を
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
胆
石

の
疝
痛
発
作
で
す
。
俗
に
転
げ
ま
わ

る
痛
み
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
疝
痛
発
作
が
出
て
病
院

に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
胆
石
だ

と
わ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
胸
に
も
痛
み
が
走
っ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
心
臓
病
と
間

違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
胆
石
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
背

中
の
違
和
感
や
脂
っ
こ
い
も
の
を
食

べ
た
数
時
間
後
に
、
右
上
腹
部
・
心

窩
部
の
不
快
感
や
軽
い
痛
み
な
ど
で

す
。
痛
み
は
し
ば
ら
く
す
る
と
楽
に

な
り
ま
す
。
発
熱
を
伴
う
場
合
は
胆

の
う
炎
や
胆
管
炎
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
急

性
胆
の
う
炎
の
90
％
は
胆
石
の
存
在

が
あ
り
、
こ
れ
は
胆
石
が
胆
管
に
蓄

積
し
、
閉
塞
す
る
こ
と
で
炎
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
原
因
で
す
。
胆
の

う
炎
は
血
液
検
査
で
炎
症
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
超
音
波
検
査
・
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
画
像
で
は
、
胆
石
の
発
見
、

胆
の
う
壁
の
肥
厚
に
よ
っ
て
炎
症
を

起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
診
断
さ
れ
ま

す
。
胆
の
う
炎
の
治
療
は
絶
飲
食
で

点
滴
し
、
抗
生
物
質
を
投
与
し
ま
す
。

　
胆
石
症
と
診
断
が
つ
い
た
ら
、
治

療
を
開
始
し
ま
す
。
経
口
胆
石
溶
解

剤
を
内
服
し
て
、
胆
石
を
溶
か
す
治

療
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
治
療
に
長

期
間
か
か
り
、
胆
石
の
再
発
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
胆
石
の
種
類
に
よ
っ

て
は
効
果
が
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
体
外
式
衝
撃
波
破
砕
療
法
と
い

っ
て
衝
撃
波
に
よ
っ
て
胆
石
を
細
か

く
砕
く
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
か
え

っ
て
治
療
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
あ

り
当
院
で
は
行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
外
科
的
治
療
（
胆
の
う
摘
出
術
）

は
手
術
に
よ
る
治
療
法
で
、
病
気
の

胆
の
う
を
結
石
と
と
も
に
切
除
す
る

こ
と
で
、
確
実
に
１
回
の
手
術
で
胆

石
症
を
根
治
で
き
る
方
法
で
す
。
開

腹
し
直
視
下
に
胆
の
う
を
摘
出
す
る

方
法
と
１
９
９
０
年
代
か
ら
内
視
鏡

を
使
用
し
て
行
う
腹
腔
鏡
下
胆
の
う

摘
出
術
が
現
在
の
標
準
的
な
手
術
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
原
則
と

し
て
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
は
傷
が

極
め
て
小
さ
く
、
術
後
の
痛
み
が
開

腹
術
に
比
べ
て
少
な
く
、
翌
日
か
ら

ど
ん
ど
ん
歩
け
ま
す
。
術
後
順
調
に

経
過
す
れ
ば
４
〜
５
日
で
退
院
で
き

社
会
復
帰
も
早
く
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
胆
石
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
消
化
器
科
・
外
科
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

市民病院　消化器科・外科

 診療部長　横井佳博

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
７
月
19
日
　

（祝）

　
午
前
実
施

※
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
20
日

（火）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
単
独

　
受
診
で
き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　
行
い
ま
す
。

　
胃
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
 
 
 
 

　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　
１
，
3
０
０
円

　
（
40
歳
代
　
１，
4
０
０
円
）

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
 

800
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
 

500
円

　
肺
が
ん
（
作
手
の
み
）
　
無
料

　
８
月
24
日

（火）
、
９
月
９
日

（木）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

　①
一
般
健
康
診
査
（
尿
検
査
、
身

　
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

　
査
、
内
科
診
察
）

②
骨
密
度
測
定

③
歯
科
健
診

④
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
・
視
触

　
診
）

※
午
前
は
①
②
の
セ
ッ
ト
受
診
、

　
午
後
は
①
②
③
の
セ
ッ
ト
で
の

　
受
診
で
す
。

※
④
乳
が
ん
検
診
は
一
日
実
施
で

　
女
性
の
希
望
者
の
み
で
す
。

　・
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
昭

　
和
46
年
４
月
１
日
〜
平
成
４
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

・
生
活
保
護
世
帯
で
昭
和
11
年
４

　
月
１
日
〜
昭
和
46
年
３
月
31
日

　
生
ま
れ
の
方

　
１，
０
０
０
円

　（
乳
が
ん
希
望
者
　
別
途
500
円
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
乳
が
ん
検
診
を
受

　
診
さ
れ
た
方
（
予
定
の
方
）
は

　
④
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
11
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
の
無
料

　
フ
ッ
素
塗
布
。
市
民
の
方
を
対

　
象
に
歯
科
健
診
、
歯
の
健
康
教

　
室
を
行
い
ま
す
。

・
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
式
（
午
前
10
時
か
ら
）

※
当
日
は
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品

　
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨

　
き
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
来
場
者
に
は
デ
ン
タ
ル
グ
ッ
ズ

　
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お問い合わせ

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

　
7
月
1
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
7
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

元
気
は
つ
ら
つ
健
診（
要
申
込
）

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
7
月
29
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
７
月
23
日

（金）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
21
年
９
月
〜
12
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
12
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
第
１
回
　
７
月
15
日

（木）

　
第
２
回
　
８
月
19
日

（木）

　
第
３
回
　
９
月
16
日

（木）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
操

　
な
ど

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

　
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

　
で
す
。

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
月
１
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
指
導
員
に
よ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

　
ガ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
産
後

　
ヨ
ガ
、
妊
婦
・
育
児
体
験
、
交

　
流
会
な
ど

　①
妊
娠
15
週
以
降
の
妊
婦
と
そ
の

　
家
族

②
平
成
22
年
３
月
〜
６
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
①
15
組
　
②
10
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

※
6
月
21
日

（月）
か
ら
受
け
付
け
を

　
開
始
し
ま
す
。

産
前
・
産
後
マ
マ
パ
パ
の

休
日
ふ
れ
あ
い
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）
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